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アンテナフィドームアンテナフィドーム

フィドーム

電波透過損失（フィドーム）
旧型（入来、石垣、小笠原）
試作型（FGT600２枚, 水沢で試験中）
実用型（FGT600+ﾎﾟﾘﾐﾄﾞﾌｨﾙﾑ）

KK帯帯 QQ帯帯
旧型旧型 --0.400.40 --1.271.27
試作型試作型 --0.280.28 --0.700.70
実用型実用型

（開発中）（開発中）
--0.190.19 --0.340.34

（単位はdB）



試作型フィドーム試作型フィドーム

乾燥空気
充填装置

VERA2ビームアンテナ
上部機器室

気体透過量によって
乾燥空気充填装置の
性能（タンク容量）が
決まる。

新フィドーム膜の
構成



水沢新フィドームの気密性能水沢新フィドームの気密性能
２００３年度末に水沢局だけフィドームを交換（膜材：FGT-600）
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フィドーム上の水滴による減衰フィドーム上の水滴による減衰

撥水塗装の可能性を検討中



超撥水塗装の効果超撥水塗装の効果
超撥水塗装によって着水、着氷雪時の透過損失劣化を防ぐ

超撥水剤塗布面の水滴
接触角は１５０°以上

水沢局新フィドーム上の水滴



VERAVERA受信機雑音温度受信機雑音温度

０３年度保守時にK-bandをMMIC増幅器に交換

KK--bandband QQ--bandband

#1#1 #2#2 計測日計測日 #1#1 #2#2 計測日計測日

水沢水沢 34.034.0 38.938.9 ‘‘03/6/2503/6/25 148.2148.2 136.2136.2 ‘‘03/6/2503/6/25

入来入来 37.637.6 39.439.4 ‘‘03/6/1703/6/17 144.1144.1 143.4143.4 ‘‘03/6/1703/6/17

小笠原小笠原 36.836.8 36.536.5 ‘‘03/7/ 503/7/ 5 140.5140.5 153.7153.7 ‘‘03/7/ 503/7/ 5

石垣石垣 38.238.2 37.437.4 ‘‘03/7/ 803/7/ 8 214.9214.9 127.5127.5 ‘‘03/7/ 803/7/ 8

局名局名

全帯域内 （5-7 GHz） 平均値



QQバンド冷却バンド冷却MMICMMIC増幅器の性能増幅器の性能

２００４年度の保守時（６－７月）で全局新型MMIC増幅器に交換

改善前：１３５K～２１５K
改善後： ８０K～ ９０K



S/XS/X帯受信機帯受信機

雑音温度雑音温度 SS帯帯 TrxTrx* * ～～480 K (480 K (干渉有り）干渉有り）
XX帯帯 TrxTrx** 200200～～230 K230 K

位相校正信号位相校正信号 DCDC入力にカプラ（入力にカプラ（2020ｄｄB)B)注入注入
IFIF周波数帯周波数帯 １００－５００１００－５００MHMHｚｚ

同軸ケーブル伝送同軸ケーブル伝送



ギガビットサンプラの交換ギガビットサンプラの交換
水沢局で試験運用中

NICTが開発した
超高速サンプラ
（ADS-1000)



サンプリングジッタサンプリングジッタ

テクトロ：VERA旧タイプ
ADS-1000:VERA新タイプ
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ADSADS--10001000のサンプリング感度のサンプリング感度

通過帯域（DC-512MHz)におけるサンプリング感度の計測結果
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デジタルフィルタの振幅特性デジタルフィルタの振幅特性
IRIKI-ISHIGAKI
３C273ｂ、300-sec integration

by 倉山
by 倉山



デジタルフィルタの位相特性デジタルフィルタの位相特性
IRIKI-ISHIGAKI
３C273ｂ、300-sec integration

by 倉山



デジタルフィルタの帯域外抑圧度デジタルフィルタの帯域外抑圧度
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レコーダ再生時刻の補正レコーダ再生時刻の補正

目的目的

ロータリーヘッドが摩耗し記録・再生データ品質ロータリーヘッドが摩耗し記録・再生データ品質
が劣化しても同期再生・相関処理を可能にするが劣化しても同期再生・相関処理を可能にする

相関処理運用を円滑に行う相関処理運用を円滑に行う

方法方法

レコーダ内部に時計をもつレコーダ内部に時計をもつ

再生された時刻符号にもとづき内部時計を設定再生された時刻符号にもとづき内部時計を設定

内部時計の時刻情報をレコーダから出力内部時計の時刻情報をレコーダから出力



再生時刻符号補正の効果再生時刻符号補正の効果

同期再生実験結果（水沢ー小笠原、３C345)

エラー付加せずエラー付加せず エラー付加エラー付加

補正なし補正なし 補正有り補正有り 補正なし補正なし

同期失敗同期失敗

同期失敗同期失敗

同期失敗同期失敗

同期失敗同期失敗

補正有り補正有り

遅延時間遅延時間(us)(us) --0.29640.2964 --0.29640.2964 --0.29840.2984

遅延変化率遅延変化率
((ps/sps/s)) --0.54540.5454 --0.54450.5445 --0.54970.5497

相関振幅相関振幅(%)(%) 0.54560.5456 0.54390.5439 0.42080.4208
SNRSNR 21.121.1 21.021.0 15.515.5

条件条件

項目項目

推定誤り率＝0.23



PAPA検査機の導入検査機の導入

約2200mm

約1600mm ヘッド移動部

ドラム搭載部

周触れ測定器

ヘッド突き出し量の調整
ヘッドの摩耗量を計測してヘッド交換時期を制御



ヘッド突き出し量の計測結果ヘッド突き出し量の計測結果



今後の開発計画今後の開発計画



超高速超高速ADAD変換の開発変換の開発

A 24-Gsps 3-bit ADC using
InP HBTs

Spurious Free Dynamic 
Range



22/43GHz22/43GHz帯ポラライザ帯ポラライザ

現在使用中のポラライザ現在使用中のポラライザ

Atlantic Microwave Atlantic Microwave 社製社製
価格が高い（～３００万円）価格が高い（～３００万円）

納期が長い（～１年）納期が長い（～１年）

試作開発の目的試作開発の目的

単一偏波に特定して損失軽減単一偏波に特定して損失軽減
できるかできるか

カプラを除去して損失軽減できカプラを除去して損失軽減でき
るかるか

大学局への導入大学局への導入

ミリ波技研提供



ディスクストレッジシステムディスクストレッジシステム

VR1000E/300VR1000E/300（ファンテック社）（ファンテック社）

記録速度記録速度 1Gbps1Gbps（最高（最高16Gbps16Gbps））
記録容量記録容量 10TB10TB（最大（最大224TB224TB））
記録時間記録時間 2222時間時間
ｲﾝﾀﾌｪｰｽｲﾝﾀﾌｪｰｽ VSIVSI
価格価格 10001000万円台万円台

GbEGbEで直接データ伝送（計算機を介さない）で直接データ伝送（計算機を介さない）

大学局での運用大学局での運用

155Mbps155Mbps専用回線が確保できれば１週間でﾃﾞｰﾀ伝送可能専用回線が確保できれば１週間でﾃﾞｰﾀ伝送可能



将来の相関処理ｼｽﾃﾑ将来の相関処理ｼｽﾃﾑ

ハードウェア相関ハードウェア相関
光結合型分散相関器方式光結合型分散相関器方式
ALMAALMA型型FXFX相関方式相関方式

磁気テープの直接再生相関が可能磁気テープの直接再生相関が可能

ソフトウェア相関ソフトウェア相関
NICTNICT方式方式
ディスク記録が必須ディスク記録が必須

分散相関方式分散相関方式
GRIDGRID方式（方式（NICTNICT方式）方式）
Cell ComputingCell Computing方式（方式（NTTNTT方式）方式）

ディスク記録が必須ディスク記録が必須



まとめまとめ
VERAVERA観測システムの開発は一段落観測システムの開発は一段落
アンテナ背面結合雑音（～アンテナ背面結合雑音（～30K30K）の抑圧）の抑圧

フィドームの改善フィドームの改善
低損失フィドームの開発低損失フィドームの開発

撥水塗装による雨滴損失の除去撥水塗装による雨滴損失の除去

デジタル系デジタル系
超高速サンプラの全局展開超高速サンプラの全局展開

レコーダ系レコーダ系
エラーレートの常時監視システムの導入エラーレートの常時監視システムの導入

これからの開発課題これからの開発課題
光結合回線の利用光結合回線の利用

システム雑音温度の軽減（ポラライザ）システム雑音温度の軽減（ポラライザ）

受信システムの簡略化（受信システムの簡略化（RFRF信号の直接デジタル変換）信号の直接デジタル変換）

ディスク記録システムとデータ伝送（ディスク記録システムとデータ伝送（Storage & TransferStorage & Transfer））
将来の相関システム将来の相関システム


